と 歌った。 

節々 をき ざむ 私の 指先が、 花模様の 笛に 反射す る 月 

の 光りのう へに 魚と なって 躍って ゐた。 —— 明る 過ぎ 

る 月夜の 街道であった。 笛 を 吹く 私の シルエットが、 

あまり はっきりと 地に 描かれて ゐ るので、 もう 一人の 

合奏 者が 私の 先に 立って 水 を 渉って ゆく と 見られた。 

月 は 一体、 どの あたりに 歩み を 停めて ゐる のかと 私 は 

いぶか ふて、 なほ も 切りに 笛 を 吹きながら 後ろの 空 を 

見 あげたが、 空 はた y 一 面に 涯 しもな く 青白く 明るみ 

渡って ゐる だけで 月の ありか を 指差す こと は 出来な か 

つた。 さかさまに 懸 つて 空 を 踏んで 行く —— 私 は、 空 



めた ので、 こいつ は、 てっきり、 俺達が 首 を 伸して 待 

ち 焦れて ゐた ところの 音 無 村から 酒樽の 荷が 到着した 

に 相違ない …… 。 

「ブラ ボウ/ \ ！」 

と 私 は 思 はず 拳 を 振 つて 歓呼の 叫び を 挙げながら、 

高さ 凡そ 十 余 丈 も あらう とい ふ 長 梯子 を、 !< にも もの 

の 見事に 滑る が 如くに 駆け 降りた ので ある。 

いち 日に 何 辺 ともなく 昇り 降りす る 魚 見 櫓の 梯子で 

あるが、 こんなに 愉快に 駆け 降リ たこと はまった く 珍 

らしい。 その上、 サイ パンの 酒樽が 空に なって 以来、 

もう 幾 月 か？ 指折り 数へ て 見れば、 あれ は、 たしか 



十五夜の 月見の 宴の 時であった。 私達の 宴会が 漸くた 

けな はに ならう とした 時に、 

「ギヤ ッ！」 

とい ふ、 た、 V ならぬ 恐怖に ふ る へ た 絶望の 唸り 声が 

酒場の 隅に 起った ので、 見る と、 サイ パンの 亭主が、 

片手に 樽の 呑口 を 握り、 片手に ジョッキ を ぶらさげた 

ま、、 悲鳴と ー処に 昏倒す ると ころであった。 

「お父さん、 お父さん …… 」 

私が 奏でる 横笛と 私の 妻 君が 弾奏す る 手風琴に 伴れ 

て、 タンパ リン を 振り回す メイ子 を 中心に して 酒場の 

連中が グ ルリと 手 をつな いで カロル を 踊って ゐた とこ 



「馬小屋から ドリアン を曳 いてお いで —— 僕が、 早速 

音 無 村へ 駆けつけて、 三 樽の 酒 を 仕入れて 来よう ご 

と 胸 を 張り出して、 メイ子に 向って 裏手の 方 を 指差 

した。 

「僕が 出向けば 大丈夫 だよ、 一刻の 後に は サイ パンの 

酒場 は 置き どころ もない 酒樽の 山で 埋める よ。 皆な、 

その 辺の 腰掛 を片 づけて、 輪 を ひろげて カロル をつ y 

けて ゐ たま へ 今夜の 月見 は 酒樽に 腰掛けて …… 」 

「僕の 言葉に 不安 を覚 ゆるの は、 カレドニアの 海賊の 

出陣に あたって 敗北 を 夢見る よりも 愚かな 心配 さ ご 

然し メイ子 は、 既にもう 鬼の デスマスク を かむ つて 



瞑目して しまった 父親の 胸に 顔 を 伏せて、 た V 激しく 

首 を 振って ゐる ばかりであった。 

「破産 だ II もう、 死んでも 好い …… 」 

サイ パン は 微かに 唸った。 

これほど 云 ふのに、 何う も 私に は 得体が 知れない I 

I で 私 は、 一層 たのもし 気に 胸 を 張って、 

「ねえ、 諸君！」 

と、 一同の 顔 を か ヘリみ た。 一同の 声援 を かりて、 

この 父と 娘の 不思議な 悲劇の 一 場面に 笑 ひの 花 を 咲か 

せて やらなければ ならぬ と考 へて、 私 は 更に 磊落な 音 

声で、 



「酒樽が 二 つや 三 つ 空に なった と 云って、 そんなに 俺 

達の 前で 愁嘆す るなん て、 それ ぢゃ 反って 俺達の 顔 を 

潰す ような もの ぢ やない か、 はつ はつ は …… うつ ふ、 

何とい ふ 面白く もない ナンセンス . ドラマで ある こと 

よ。 うつ ふ、 うつ ふ …… 。 

うらやむ きみが さけ ありて よくすな はち ゑ ふこと を 

羨 君 有 酒 能 便 酔 

うらやむ きみが せんなく してよ く うれ へざる こと を 

羨 君 無銭 能不憂 



ドリアン を曳 け、 ドリアン を …… 」 

と、 大いに 牝咤の 腕 を 挙げる ので あつたが、 一 同 も 

亦 黙々 として 一 言の 声 を 発する 者 もない ので ある。 I 



I 見る と、 彼等 は 五百羅漢の やうに た、 ずむ だま、 い 

まなこ 

つまで も 洞ろ に 光った 眼 を あちこちの 空に 挙げて ゐ 

るの みであった。 

間もなく 私 は、 サイ パンが 私達 を 常連と する 限り 近 

郷 近在の あらゆる 酒 問屋 は、 一 切の 御用 を 御免 蒙る と 

由し 合せて 〔# 「由し 合せて」 は ママ〕 ゐ ると いふ 話 を 説 

明され た。 —— この 上 私に、 そんな 歌 をうた はれて は、 

胸に 涙 さへ 込み あげて 来る と 一 同の 者 も 思 はず そろつ 

て 否々 と 首 を 振り、 興醒めの 風穴に 吸 ひ 込まれて 行つ 

た。 その 私の 詩 を 耳に すると、 身の 毛 もよ だっと 云 ふ 

のであった。 この 上、 銭な くして 能く 不憂、 能く 便ち 



ふるさと 

酔 はれて は、 俺達 も 早々 に 住み慣れ たる 故郷 を 逐電し 

なければ ならなくなる であらう と 私 は、 泣かされた。 

「黙れ、 馬鹿，， 野郎！」 

と 私 は、 大いに 感興 を 殺れ た 腹立ち まぎれに、 思 は 

ず 傍らの 漁夫の 七郎 丸の 頭 を ぼかり と擲 つた。 

「 」 

七郎 丸の 眼から 球の やうな 涙が ポロ リと 滾れ 落ちた _ 

とい ふの は 私の 拳が 痛かった のではなくて、 私の 「永 

遠の 夢」 と 現実との 喰 違 ひが、 憐れで、 且 また 同情の 

念に 堪 へぬ と 云 ふ のであった。 

「先生！」 



と 彼 は、 真に 譴責 を享け っゝ ある 兵士 の 態度で 云 つ 

た。 「この 悲しみ を 先生に 見せまい と 思って 私達 は 今 

日まで、 あらゆる 方法 を 講じて サイ パンの 樽 を 持ち 続 

けて 来たので あるが …… 」 

すると あちこちから 溜息と 咽び泣きの 声が 起つ て、 

酒場 は 忽ち 落莫たる 秋の 野原と 化して しまった。 

「七郎 丸、 そんな こと を 先生に 云って はいけ ない …… 」 

メイ子 は 飛び あがって 七郎 丸の 口腔 を 両手で 閉 した _ 

「静かに しろ、 バ アバ アル —— それなら、 それで 俺に 

だって 思案が ある ぞご 

つい 私 も 泣きた くな りさう になった ので、 震へ 声で 



叫んだ。 私の 発声と 共に、 一 同 は、 思 ひ をと り 直した 

如く 立ち直って、 どや/^ と 各自の 腰掛に 戻る ょリ他 

はなかった。 サイ パン も 息を吹き返して、 メイ子に 腕 

を 執られながら スト— ヴの 火を搔 きたてた。 

私 は、 いつぞや 私が 自ら 描写した イダ— リアの 肖像 

画が 懸 つて ゐる 正面の 酒 注 台に 飛び乗って、 両脚 をぶ 

らん/ いさせながら、 

「さて、 諸君、 今の 私の 暴言 を 許し 給へ ご 

と 一 咳と 共に 云 ひ 放った。 —— 私 は、 一週に 二回の 

宵 を 限って、 此処で、 斯うして、 彼等に 「ギリシャ 哲 

学」 の 講義 をす るので あった。 —— 宇宙の 根元 は 単な 



しない 代りに、 何人に 依らず、 いかなる 理由が あらう 

とも、 一 度び これ を 相手に 叫ばれたならば、 沈黙の 浴 

霊に ひれ 伏さなければ ならなかった。 

私 は、 岬 を 一 つ 越へ た 音 無 村に 父祖の 縁家 先に あた 

る 業 慾な 酒造業 者が 住んで ゐて、 奴の 為に 私 は 様々 な 

被害 を 蒙り、 云 は、 V 奴の 為に 私 はこの やうに 浅 間し い 

浪々 の 身分と は 化した ので ある、 それ 故、 盗める もの 

なら 盗み出しても 罪と は 思 はぬ、 だが、 こゝで 一番 私 

が 智慧 を ふ るって、 ソクラテス 流 の 対話 法に 依る 弁舌 

を もって 彼の 酒造家 を 説伏せ しめて、 難なく 酒 倉の 扉 

を 開かし めて やらう と 思 ふので あるが、 



「それでも 諸君 は、 今宵の 月に 不安の 雲 を かけようと 

する 力？」 

と 私 は、 マセ ドニ ァのフ リップ を抗 撃す る デモ スデ 

ネス もどき の 雄弁 を ふるって 情熱の 鬼と 化した。 喉の 

痛 さを覚 へたので 私 は 傍らの 水 桶 をと りあげる と、 そ 

れは ドリアンの かいば 水 だ！ と 注意され たが、 関 は 

ずに がぶ/ \ と 呑んだ 程の 逞しい 感情の 意気に 炎え た。 

「ミス タ— H ひ pipiy ！ Pendulum! 」 

と 私の 仇名 を 呼んで 立ち あがった の は、 村役場の 執 

達 吏であった。 「残念ながら、 その 手 は巌に 向って 矢 

を 放つ よりも 空しい 戦略であります。 既に 音 無 家に 於 



の 上の 物見 窓の 口が あいて、 門番が 顔 を 出して、 金袋 

を 持って 訪れた のかね、 と 申す ので、 否、 それに 就て 

相談が あるの だ、 金袋よりも 確実に 重味の ある 提言 を 

引つ さげて 参り 出た ので あるから、 兎も角、 扉 を 開い 

て 欲しい —— と 私達 は、 こ、 ぞと 思って、 今の 先生の 

熱弁よりも 凄まじい 剣幕で 窓 先 に 取 リ鎚ら うとした 途 

端、 門番 は、 大口 を あけて 嗤 ひながら、 お前 達が めい 

めいに 金袋 を ぶらさげて、 こ、 でぢ やら/^ と 鳴らし 

たなら ば、 そいつ を 合図に この 門 を 開け —— とい ふ 御 

主人の 命令 だよ、 斯う 云って …… 」 

「では 僕 は、 先づ 門番と 対話 を 試みる。 親戚 会議の 急 



用 を ひつ さげて 訪れた の だ、 主人 を 出せ …… 」 

「いえ/^ 」 

と サイ パンが 幽霊の やうに 手 を 振った。 「ぺ ン ドラ 

ムの姿 を 発見したならば、 一切の 声が とどかぬ 間に あ 

ら ゆる 窓々 の 扉 を 有無な く閉ぢ て、 耳に は蠟 をつ めろ、 

彼奴 は 一 種 独特な 笛吹きの 術と 弁舌 を もって 人 をた ぶ 

ら かす 手腕に 長け てゐ て、 聴く 者 あらば 必ず その 心 を 

囚へ 去り …… 」 

「バ アバ アル …… 一 体 これ は 何う したら 好から うか ご 

私 は、 サイ パンが 音 無の 主人の 口調 を 伝へ てゐ るの 

にも 関 はらず、 思 はず サイ パ ンを 睨めつ けて しまった。 



I 「何とい ふ 無礼な 奴で あらう ご 

私 は、 稍 暫く 重い 腕 組 をして 熟考の 底に さ迷 ふて ゐ 

たが、 決して 思 はしい 考慮が 浮んで 来なかった ので、 

つ い 溜息と 一 処に、 

「これ は、 結局、 金袋 を こしら へる より 他に 手 だて は 

な いのかしら？」 

と 眩く と —— 突如、 酒場 は、 スパルタの 下院議員が 

アテネ 討伐の 可決に 立ち上った 時の やうに 湧き 立って 

鬨の声 を あげる や、 

「さう だ、 さう だ！」 とか 「先生が、 それ を 決心す る 

の を 俺達 は 息を殺して 待って ゐ たの だ」 など、、 或 者 



は 帽子 を 飛し、 或 者 は 上衣 を 旗に して 絶叫した。 

「_ —— つまり 明日から 私 も、 講義 を 止めて、 働く とい 

ふこと なんだ が …… 」 

私 は 一 同の 者が 何う して そんなに 激しく 讚 同の 喚き 

を 挙げる のか、 不思議に 思 ひながら 言葉 を 続けようと 

すると、 彼等 はもう 私の 言葉な どに は 耳 も 傾けずに 熱 

狂して、 ドッ とば かりに 私 をと り 巻く がいな や、 

「講義 は 休み だ、 嬉しい く！」 

「酒が 飲めない ことよりも、 講義の 休みの 方が 甲斐が 

ある。」 

斯んな こと を 喚きながら、 忽ち、 先刻の よりも 花々 



飲む、 それが もう 大変な 莫大な 聴講 料に 当ってし まつ 

て、 あちこちの 家々 では 家庭 争議が 絶え 間もなく、 や 

がて は 村の 騒動に ならん ずる 雲 行であった。 

「さう であった か！」 

と 私 は 深い 感慨に 打 たれて、 それにしても 彼等 一同 

の 憤し み 深かった ことに 同情の 念に 堪 へなかった。 

それ以来 私 は、 R 漁場の 魚 見 櫓に 奉職して、 毎日 毎 

日 何回と なく 長 梯子 を 登 リ降リ して ゐた。 サイ パンと 

メイ子 は、 店 を 閉ぢて 漁場の 食堂 係り をつ とめた。 私 

達 は、 サイ パンの 店の 一隅に 巌 丈な 錠前 を とりつけた 

すな ど 

銭箱 を備 へて、 酒樽 到着の 夢を見ながら、 漁りの 業 人 



つたわ ご 

と 包み きれぬ 嬉し さ を 浮べ た。 

「お前の タンパ リンの 鈴 を 聞かれる 日 も、 いよ/ \ 眼 

ぢ かとな つたわけ か。 お、、 チヤ ラ くと 鈴の 音 か、 

金袋の 音 か 知らぬ けれど 僕の 耳に は、 はっきりと 聞え 

るよ。」 

私 は メイ子 を 膝の 上に 乗せて、 あれ はもう これ 位 ひ 

重い か 知らな ど、 云った。 

「これ 持って つてよ —— 重い わご 

私の 笛の 音 を 聴いて 私の 妻 君 も 駆け出して 来た。 彼 

女 は 登山 袋の やうに、 バンドの ついた 手風琴 を 背に つ 



けて ゐた。 

「いよ/^ 到着した と 見える ね ご 

「え、、 さっき サイ パンと 権太郎 さんが 馬車 を曳 いて 

音 無 村へ 行く ところ を 見た わご 

「そんなら、 さう と、 此方に も 知らせが ありさうな も 

のな のに …… 」 

「思 はぬ 光景 を 見せて、 び つくり させて やりた い と 思 

つてる のよ、 屹度！」 

私 は 妻と 腕 を 組んで、 すいすいと 月の 光の 中 を 泳い 

で 行った。 

だが 私 は、 サイ パンの 酒呑 場に 踏み込んで 見る と、 



ファラ モンよ ファラ モンよ 

吾等 は 剣 を 執り 斧 を 揮って 戦 はう 

額から 流れる 汗が 腕 をった ふて 滝と なる まで 

黄色 い 山麓に 大鷲は 悦び の 声 を 放ち 

鴉 は 死者の 流す 血 の 海 を 泳ぎ 

海原 は 手 負 ひの 傷 

牧童 達 は 永い 間 泣いて ゐた 

ファラ モンよ ファラ モンよ 吾等の 王よ 

吾等の 父 は 戦場の 露と 消えた 

荒 鷲の 大丈夫 も 泣きつ ^ けた 

嘆く がま、 に 嘆き つ 、v けた 



連中が 分乗して、 鳴り を 鎮めて 出発した。 

振り返って 見る と 妻と メイ子が 切りに 腕 を 振って ゐ 

た。 笛 を 高く あげて 呼応す ると、 影が 長 槍の やうに 伸 

びて、 彼女 等の 胸に もと、 V きさう であった。 月 は 行 手 

の 山の 蔭に 沈まう として ゐる らしかった。 

音 無 家の 屋根が 眼下に 見 降せ る 丘の 上まで 来る と、 

私 は 馬上から アメリカ • イン ヂ アンの アッシュの 弓 を 

満月と 振りし ぼって、 ひょうと 放った。 一片の 詩片を 

結んだ 矢 は、 流星に 見紛ふ 弾道 を 描いて、 ピラミッド 

型の 屋根に 落ちた。 



/wut this fold flow-ret climDS the Jiill, 

林に かくれ 谷間に 棲めよ 

Hides in the forest, taints tlie ^len, 

川の ほとりに あそびて は 

pla^s on the mar ぬ in or the rill, 

狐 住む 洞 を も のぞけ いさ ほしく 

； Peepj down the fox-s den ガ 

「酒 を うけとりに 来た Happy 力 endnlmn 

brotherhood. 」 

轍に 草 を 巻き、 靴 を サンダルに 履き 換へ、 先頭の 五 

騎は 登山 用の 口 —プを 肩に 掛け、 次の 五騎は 大小 五 個 

の 滑車 及び 梃子、 手 押の 二輪車 を曳き 出し、 残りの 者 

は 馬の 皮 手袋 をつ けて、 竹刀 を 用意した。 



「僕達 は、 酒の 買 出しに 遥々 とやって 来た 音 無 家のお 

得意 様なん だよ。 戦 ひの 気分 は、 兼ねて 申し 合せた 通 

り、 この 丘の 上で 脱ぎ 棄て、 —— さあ、 月 あかりの 径 

を 踏んで 行かう ご 

そして 私達 は 五 棟の 白壁 づ くりの 酒 倉が 立ち並んで 

ゐる音 無 家の 裏手へ 回った。 —— 執達吏の 兵 田 弥介を 

して、 裏門の く y り 所 を 叩かし めた。 

「ぺ ン ドラム 家の 依頼 を享 けて、 貴家の 財産 しらべ に 

参った 街の 弁理士です。 主人 を 呼び出さ ぬと、 有無な 

く、 この 五つの 酒 倉に 差 押への 赤札 を 貼るべき 権利 を 

持って ゐる 者です ぞご 



太い腕 木の やうな 枝に 結びつけた。 外側で は 五 人の 皮 

手袋が、 綱の 一端 をつ かんで、 私達の 合図 を 待って ゐ 

るので あった。 

これ 位 ひの 高さの 木の 上で 行 ふ 離れ 業 は、 八十 八 段 

も ある R 漁場の 魚 見 櫓での 作業に 慣れて ゐる 私達に と 

つて は 遊戯に も 等しい ものであった。 

私 は 額に 手 を 翳して、 木の間 を 洩れる 月光の まぶし 

さ を さへ ぎりながら、 凝つ と 母家の 様子 を 窺って ゐる 

と、 やがて 二 張りの 提灯 を 先に 立て ゝ 五六 体の 人影が、 

そろそろと 酒 倉の 方 へす、 んで 来た。 

収税吏に そ の 身を窶 した 大学生 の 田野 流吉が 何やら 



を 持って ゐ るので、 さう 念 をお したつい でに 兵 田の 鞫 

から 紙片 をと リ出 すと、 

「書状 を 書いて 御覧な ご 

と、 わざと 冗談め かしく 所望した。 

「書かう とも/ \ ！」 

彼 は 筆 をと りあげて、 

「この 月の 曇らぬ 間に、 この 酒樽 を 持ち出すならば… 

…か」 

など、 読み あげながら、 まことに antic な 契約書 を 

さらさらと 認めて、 

「私の 屋敷 は、 この 通りに 見事な 鬱蒼たる 木立に とり 



るが 好から うよ ご 

と 叫ぶ がいな や、 腰に さした 横笛 を 引き抜いて、 

「闩 attoo "Tattoo "Tattoo ！」 

と 最高 音 に 吹き 鳴し た 。 

呼応の 声が 塀 外から、 どっと 巻き 起った と 同時に、 

頭上の 梢に 滑車の 軋みが きりきりき リ きりと もの、 見 

事に Fiddle の 伴奏の やうに 響 わたると、 さながら 大 

仏の 頭の やうな 酒樽が 空中 高く 舞 ひあがった。 

樽 は 宙でー 息衝く と、 塀 外から 三叉の 鉤を つけた 長 

竿が 現れ、 おもむろに 力 を ゆるめる 綱と いっしょに、 

見る 間に、 向 方の 月 あかりの 奈落に 影 を 没した。 それ 



と 一 処に 再び 梢の 上から 二番目の 綱が 投げられ ると、 

時 も 移さず Tattoo の 合図で 一 一 つ 目の 樽が 宙に 浮ぶ I 

I それ 曳け、 曳け曳 け！ 

巨大な 蜂の巣と 見紛ふ 梢に 懸 つた 樽の 有様 を 見上げ 

て、 私 はしばし、 この 世に も 奇怪な 光景から 魔呵 なる 

恍惚の 浴 霊に 浸る と、 月 を 信仰す る 北方の 蛮族の 夢に 

駆られて、 思 はず、 

「有りが たいく！」 

と 念じながら、 その 下に ひれ 伏した。 

酒樽が 金色の 暈に きらめきながら、 怖ろ しい 白光 を 

放った。 そして、 



「クララ クララ クラ ラックス クラ ラックス！」 

とい ふ 音響 を 発した。 

「お、、 あれ は 口 — マの Caligula 皇帝が、 アポロの 殿 

堂から ツォイスの 神 像 を 持 出さう として、 その 手 を 像 

に 触れた 瞬間、 神 像が 発した 笑 ひ 声で ある。 —— はか 

らずも 音 無の 森で ツォイス 像の 高 笑の 御 声 を 聞かう と 

は 何たる 妙 佳な ことで あらうよ ご 

(註。 ツォイス 像の 姿に 接して、 その 高 笑 ひの 響き を 

聞きた る 者 は、 幸福に 恵まる、 とい ふ 伝説 あり、 ま 

た 一 説に は ツォイス 像 は 芸術品の 極致 を 象る ものに 

して、 问 人と 雖 もこれ を 一 瞥 するならば 胸に 永遠に 



絶へ ざる 歓喜の 泉 を 蔵す るに 至る と あり。) 

「クララ、 クラ ラックス、 クララ 」 

不思 議な 高 笑 ひの 声が、 高く 低く 梢から 梢へ 韻々 と 

こだまして、 月の 暈 を 目が けて 飛んで 行った。 

「先生、 何 を斯ん なと ころで 有リ がた 涙を滾 して ゐる 

ん です？ I 

七郎 丸が 私 を 促す のであった。 

「だって、 君に は、 あの ツォイスの 声が 聞えぬ のか… 

…お、、 次第に 遠ざかる よご 

「あれ は 音 無 家の 者 共が、 吾々 の 策略に 舌 を 巻いて 逃 

げて 行く 悲鳴の 声であります よご 



さう 云 はれて 私 は 振り返って 見る と、 酒 倉から 母家 

へつ > く 灌木の 繁みを 縫って、 右方 左方に 提灯が 飛び 

交 ひ 犬の 遠吠えの 声に 入れ まぢ つて、 た y ならぬ 人々 

の 仰天の 叫びが 吹雪と なって 飛び散って ゐた。 

「追手が 来る と 面倒です。 鈎に 脚 を かけて 下さい、 先 

生 —— よろしい か。 Tattoo ！」 

七郎 丸が 口笛で 合図す ると、 今度 は 酒樽の 代りに 私 

の 五体が 軽々 と宙に 浮んだ。 

「執達吏と 収税吏が、 泥酔して しまって、 いっかな 動 

かう ともしません が？」 

「バンドに 鉤を ひっかけて、 救 ひ 出して やれ、 裏切者 



と 思 ふな —— 、 君 は、 五本 目の 綱に 飛び乗って、 酒 倉 

の 屋根 を 飛び越え るの だぞ。 ぁゝ、 面白い くご 

さう 云って 私 は、 真に 月世界の 大 時計の 振子と 化し 

た 想 ひで、 高く 低く、 次第に その 振幅 を 増して、 宙に 

能 ふかぎ りに 大きな 弧を描いた。 

"Tattoo Tattoo* 

不図 気づく と、 もはや、 私 は サイ パンの 酒樽に 凭り 

か、 つて、 酔 後の 一睡 を 貪って ゐた ところであった。 

Tattoo Tattoo ！ 

ファラ モンよ ファラ モンよ 

そして 吾等が 凱旋の あかつき は 



酒 注 台の 片隅で 古風な ォ ルゴ— ルが、 勇ましい 軍歌 

を 歌 ひ 出して ゐた。 

これ は 私の 寄贈に 関 はる 自動 オルガンで、 銀泥に 朱 

うまつ V ら トラ ンぺ ッ トフ ラヮァ 

の 馬 鞭 草と、 金色の 凌 霄 花 を 鍍金した 総鞣 皮張り 

の 小箱で あるが、 殊の他に 大きな 音響 を 発する ので、 

メイ子 は 帰 館の 時 も 忘れて 眠リ ほうけ てし まう 酔漢 達 

の 夢 を 呼び 醒す ための コー リング . ベルの 代用に 使つ 

てゐ た。 

強弱々、 強弱々 —— と、 いと も 原始的な 淋漓たる 韻 

を 踏んで 鳴り 出す バル ヂンの 音響に 打 たれる と (歌詞 

は 私より 他に 知る 者 とてもなかった が —— 。) 何ん な 



が 悉く 夢であった ならば、 このい きさつ を 私 は 再び 一 

篇の 物語に 綴り 代へ て、 親愛なる 諸君の 前に 披瀝した 

い 望み を 持って ゐる。 

ともかく、 これらの 酒樽 は 尋常の 手段に 依って 獲得 

したので はない —— とい ふこと は 事実で ある。 



時 は 流れる 

いま はの き はに 吾等 は 微笑 はう 

Tattoo Tattoo ！ 

「あれ あれ、 もう お前さんの 用 は 済んで しまったんだ 

よ、 皆さん は 大変 御 気 嫌 好く お 目 ざめ になって、 これ 
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